
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氾氾濫濫解解析析モモデデルル構構築築ののたためめのの精精密密３３次次元元空空間間デデーータタ作作成成ププロロググララムムのの開開発発研研究究でですす  

対象地域のxyzデータ
(R2Vで作成)

ArcGISを用いてポイン
トデータからIDW法に
よりDEMを作成

ArcGISを用いて氾濫計
算に用いるMeshを作成

MeshとDEMを重ね合わ
せ、個別メッシュ内の地

盤高を抽出

ArcGISを用いて処理

ArcGISにより、
・XYZデータからPointデータの作成
・PointデータからDEMの作成
・平均地盤高の計算
まで一貫して計算可能

・従来に比べて飛躍的に作業効率が向上

・精度は1/2500地形図の地盤高情報
・地盤高作成までの操作性が格段に向上
（XYZファイルがあれば1/2.5万地形図10枚分を２時間
程度で完了）
・任意のMeshサイズに対応

(ERMapperと同様)

場所によっては直接地形図から地形情
報（等高線など）を抽出可能（手作業に
よるトレース作業を省くことができる）

ArcGIS を用いた地形情報の作成 

氾濫モデル用空間データ研究グループ 

洪水氾濫解析の精度向上 

①氾濫原の地形状況が正確

●細かなメッシュ地盤高の対応

●1/2500地形図の利用

●等高線、道路高等地盤高デジ
タル情報整備の効率化

●氾濫解析モデル構築時に設定
する地盤高入力の柔軟性

②氾濫原の境界条件の入力

●境界条件とメッシュとの対応が容易

●氾濫解析モデル図の作成

●氾濫解析モデル変更等やり直し作業
の効率化

③計算結果の確認と見せ方

●氾濫状況を時系列表示

●2次元、3次元による氾濫状況の表現

３つの視点から精度向上を図る
① 地形情報
② 氾濫解析モデル構築
③ 結果処理



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氾濫解析モデル構築のシステム化 

【本研究】

・境界条件入力＋図化機能により入力ミスがない

・データ入力はメッシュを選択して盛土の位置と高さを入力

・地盤高から盛土データを作成可能

盛土データ

【従来】

紙図面に盛土等の境界条件を書き込み、手作業
でブロック番号、盛土の方向、標高等を抽出して
データファイルの作成を行う。

氾濫解析結果表示 

航空写真と 
最大浸水区域 
の重ね合わせ 

３次元による 
地形と浸水状況
の効果的表示 


